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論 文 題 目：行政におけるプリセプター保健師の能動的実践：先行要因と帰結との関連 

 

博士論文審査結果 

士論文審查結果 

日本では保健師の系統的な現任教育の検討が重ねられ、プリセプターの導入により、プリセプタ

ー自身の経験による学習が注目されつつある。しかし、プリセプターが経験している学習プロセス

の研究はまだ行われておらず、それを明確にできれば、プリセプターの支援、人材育成の体制や環

境について提言できる可能性がある。そこで本研究は、行政保健師のプリセプター経験を経た学習

に基づく行動としての能動的実践とその関連要因を明らかにすることを目的とした。 

研究方法としては、まず、予備研究として、質的研究を経て作成した「行政におけるプリセプタ

ー保健師の能動的実践尺度(PHN-PAES)」について、プリテストを経て、妥当性の検討、質問項目の

精選を行った。本研究では、全国の自治体に所属する平成 24 年度以降にプリセプターの経験をも

つ保健師を対象に、自記式質問紙調査を実施し、379 名から 有効回答を得た。共分散構造分析によ

り、プリセプター保健師の能動的実践と先行要因および帰結との関連についてモデルを構築した。

能動的実践の尺度は 4つの下位尺度「新任 保健師育成の役割遂行」「保健師としての自己研鑽」

「新任保健師育成の共有」「人材育成 環境の改善」からなり、これらは相互に関連しながら、帰結

としての「保健師の専門性発展力尺度」と組織コミットメントとしての「組織を背負う意識」と有

意な関連を示していった。また、能動的実践と帰結の先行要因としては、キャリア、組織で育成さ

れた経験の認識、新任保健師の年齢、プリセプター研修、人材育成環境で有意な関連がみられた。 

審査では、修正点として、尺度の命名が経験学習サイクルモデルのうち能動的実践の概念を表

すよう命名を見直すこと、プリセプター経験における経験学習のプロセスを具体的に記述するこ

と、下位尺度の因子数を概念に沿って見直し再分析すること、先行要因も含む仮説モデルの検証、

最終モデルの構築を試みることなどが指摘された。これらを検討した上での修正が確認され、本研

究は、プリセプター経験による学習の評価指標として活用可能な尺度を開発したことにより、プリ

セプター経験のキャリア開発としての意義および必要な支援体制を示す先駆的な研究として高く評

価できた。 

以上により、本論文は、本学学位規程第 5条に定める博士(看護学)の学位を授与することに値する

ものであり、申請者は看護学における研究活動を自立して行うことに必要な 高度な研究能力と豊か

な学識を有すると認め、論文審査ならびに最終試験に合格と判定する。 


